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郷
土
の
偉
人
、
坦た

ん
な
ん庵

公
こ
と
江
川

太た
ろ
う
ざ
え
も
ん
ひ
で
た
つ

郎
左
衛
門
英
龍
。
混
迷
す
る

幕
末
日
本
で
、
名
代
官
と
し
て
、
ま
た

海
防
政
策
の
責
任
者
と
し
て
、
多
く
の

業
績
を
残
し
た
人
物
。
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
す『
史
跡
韮
山
反
射
炉
』も
、

坦
庵
公
の
発
案
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
市
民
の

皆
さ
ん
な
ら
、よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
坦
庵
公
の
名
前
は
、
必
ず
し

も
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
県
内
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
？　

東
部
・
伊
豆
地
方
は
ま

だ
し
も
、
中
部
あ
る
い
は
西
部
地
方
で

は
、
あ
ま
り
有
名
と
は
言
い
が
た
い
の

が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
坦
庵
公
の
先
見
性
や
、

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
に
つ
な
が

る
様
々
な
業
績
、
さ
ら
に
は
、
現
代
の

私
た
ち
を
も
惹ひ

き
つ
け
る
人
間
的
な
魅

力
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
に
開
幕
す
る
『
輝
く
静
岡

の
先
人
展　

江
川
坦
庵
と
ゆ
か
り
の

人
々
』
で
す
。
場
所
は
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

６
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
こ
の
展
覧
会

は
、
６
万
点
と
も
言
わ
れ
る
江
川
家
の

歴
史
資
料
の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の

１
０
０
点
を
展
示
す
る
も
の
で
、
10
年

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
江
川
文

庫
総
合
調
査
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
資
料
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
る
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
。
坦
庵
公

の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
市
民
で
も
、
き
っ
と
新
た
な
発

見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

な
お
、
韮
山
郷
土
史
料
館
で
９
月
12

日（
月
）よ
り
関
連
の
企
画
展
が
、
沼

津
市
明
治
史
料
館
で
10
月
１
日（
土
）

よ
り
巡
回
展
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

輝く静岡の先人展  開催

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 74

文
化
協
会
の
専
門
部
制
は
展
示
部
門
が
４
つ
、
芸

能
部
門
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
今
回
は
芸
能
部
門

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文化協会の
専門部制（後編）

　

文
化
協
会
に
は
、
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い
文
化
・

技
術
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
同
じ

趣
味
を
持
つ
人
、
ま
た
関
心
が
あ
る
人
は
、
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

問
合
せ　

文
化
振
興
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
５
（
９
４
９
）
８
６
０
０

歌
唱
部

舞
踊
部

合
唱　

民
謡　

詩
吟　

オ
ペ
ラ　

朗
読
歌
謡　

ス
ピ
ー

チ　

謡
曲　

カ
ラ

オ
ケ
等
（
13
団
体
・

２
１
３
人
）

 
 

フ
ラ
ダ
ン
ス　

バ
レ
エ　

ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ　

社
交
ダ
ン
ス　

日

本
舞
踊　

ヨ
ー
ガ　

体

操
着
付
け
等
（
18
団

体
・
３
１
５
人
）

オ
カ
リ
ナ　

ウ
ク
レ
レ
ギ
タ
ー　

尺

八　

三
味
線　

大
正
琴　

二
胡　

バ

ン
ド　

ハ
ー
モ
ニ
カ

ち
ん
ど
ん
等
（
14
団

体
・
１
５
９
人
）

演
奏
部

江
川
坦
庵
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
あ
ら
わ
る
。

と　き　8月 1日（月）～ 20日（土）
　　　　10：00～ 17：00
ところ　グランシップ 6階展示ギャラリー
　　　　（静岡市駿河区池田 79-4）
入場料　一般 300 円
問合せ　グランシップチケットセンター
　　　　☎ 054-289-9000

今
月
の
５
冊

『夢を力に！甲子園と高校野球、隠さ
れた心の物語』／日
刊スポーツ出版社
チームメイト、ライ
バル、師弟。高校野
球には知られざる心
のドラマがある。優
勝メンバーの絆、伝

説の延長戦再試合など。　　    【長岡】

中央…8 月 13 日（土）１１：００～
長岡…8 月 18 日（木）１４：３０～
韮山… 8 月 20 日（土）１４：００～＊
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。
＊ 韮山のおはなし会は、特別版・
ちょっとこわ～いおはなし

問合せ

『隣室のモーツアルト』藤堂志津
子（著）／文藝春秋
がんで入院した多
花子の隣に、昔別
れた男が入院して
きた。いやみな年
寄りになって。恋
愛と歳月の不思議

と残酷を描く５篇。【中央・韮山】

おはなし会

【中央図書館】☎０５５８‐７６‐５５６６
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎０５５‐９４７‐２３６４
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎０５５‐９４９‐８６０５
　毎週水曜日休館
　各館の休館日は、
今月のカレンダーや、
市ホームページなど
をご覧ください。

琵琶湖畔の街・石
いわばしり

走に代々続く
日
ひ の で

出家と棗
なつめ

家。両家には受け継
がれてきた特別な力があった。
石走高校に入学した子どもたち
が出会うとき、戦いの幕があが
る。奇想天外な青春小説。【中央】

『偉大なる、しゅららぼん』
万城目学（著） ／集英社

『小さな小さな七つのおはなし』
リリアン・ムーア
（作）／日本標準
フクロウのこど
もと、おじいちゃ
んのめがねのは
なし『まほうのめ

がね』など、こどもがひとりで
読める短いおはなし。　　  【長岡】

＊【　】内は所蔵館名

『きみに出会うとき』レベッカ・ステッ
ド（著）／東京創元社
12 歳のミランダに
届く謎のメッセー
ジ。まるで未来を
知っているかのよう
な“あなた”はだれ？

少女の不思議な体験と成長を描
く、ニューベリー賞受賞作。【韮山】

なる し ららぼん

1
届
ジ
知
な

少女の不思議

隣室のモ ツア
子
が
花
れ
き
寄
愛

夢を力に！甲子
れ
刊
チ
バ
球
の
勝

説の延長戦再試合

小さな小さな七

フ
も
ん
な

がね』など こ

おやこで楽しむ 夏のおはなし会

と　き　８月２１日（日）

　　　　11：00 ～ 11：40

ところ　中央図書館  2 階視聴覚室

内　容　 パネルシアター、手遊び、

語り、紙芝居など

協　力　おはなし研究会『ひこうせん』

申込み　 不要です。直接会場へお越しください。

親　
子

大人のための語りを聴く会

ストーリーテリング・夏

と　き　８月２１日（日）13：30 ～ 15：30

ところ　中央図書館  2 階視聴覚室

内　容　 第１部　おはなし研究会『ひこうせん』

　　　　　・『冥途』内田百閒

　　　　　・『ある島のきつね』浜田広介 ほか

　　　　 第２部　上原佐惠子『語りの世界』

　　　　　・『くまとやまねこ』湯本香樹実

　　　　　・『月光のうた』バルカンの昔話より ほか

協　力　上 原佐惠子氏（語りの会・かたりーず運営委員長、

しずおか紙芝居研究会主宰ほか）

　　　　おはなし研究会『ひこうせん』

申込み方法　 8 月 2 日（火）以降に中央図

書館カウンターまたは電話で

お申し込みください。

　　　　　＊ 当日空席があれば、申し込み

なしでも入場できます。

申込み・問合せ　中央図書館

　　　　☎０５５８‐７６‐５５６６

成　
人

　夏休みは楽しいことがいっぱい。で
も、２学期はあっという間に始まって
しまいます。
　宿題は早いうちに取りかかりましょ
う。夏休みの後半に、あわてて本を借
りに来る人がいますが、返すのを忘れ
ないでくださいね。（韮山図書館　佐野）


